
義
道
の
文
書
を
読
み
解
く  

「桑
名
の
千
羽
鶴
」を
折
る
事
は
今
や
広
く
浸
透
し
、
そ
の
名
前
を
知
る
人
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
講
座
で
は
、
桑
名
の
歴
史
・
文
化
の
「
本
物
力
」を
発
信
す
る
こ
と
目
的
に
、
桑
名
の
千

羽
鶴
の
考
案
者
魯
縞
庵
義
道
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
講
義
を
展
開
し
ま
す
。
義
道
の
人
物
像
を

著
作
や
『
秘
伝
千
羽
鶴
折
形
』
な
ど
の
文
書
か
ら
読
み
解
き
、
折
方
だ
け
で
は
な
い
、
「桑
名
の

千
羽
鶴
」を
本
質
か
ら
学
び
ま
す
。
※
毎
講
座
課
題
あ
り 

開
催
日 

 
 

5
月
15
日
、
6
月
19
日
、
7
月
17
日
、
9
月
18
日
、
10
月
16
日
、 

 

11
月
20
日
、
12
月
18
日
、
1
月
15
日
、
2
月
19
日
、
3
月
19
日 

 
 

全
10
回 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ず
れ
も
毎
月
第
3
火
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で 

受
講
資
格 

 

「桑
名
の
千
羽
鶴
」
の
49
種
類
を
全
て
折
る
こ
と
が
出
来
る
人
で
、
文
献
に
関
心 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
あ
る
人 

※
古
文
書
は
読
み
ま
せ
ん
が
、
書
き
下
さ
れ
た
文
を
解
読
し
ま
す 

内
容 

 
 

 
 

①
「
桑
名
の
千
羽
鶴
」を
義
道
が
意
図
し
た
本
来
の
方
法
で
折
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
和
紙
は
各
自
準
備
・持
参
し
て
く
だ
さ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
「義
道
」を
読
み
解
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
『秘
伝
千
羽
鶴
折
形
』
の
内
容
を
学
ぶ 

テ
キ
ス
ト 

 

『連
鶴
史
料
集
』（桑
名
市
博
物
館
／
編
纂
，
岩
崎
書
店
，

2016
年
3
月
発
行
，
定
価
３
，
０
０
０
円
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
年
間
を
通
じ
て
使
用
し
ま
す
。
初
回
ま
で
に
ご
準
備
く
だ
さ
い 

定
員  

 
 

 

20
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
）  

場
所 

 
 

  
 

桑
名
市
立
中
央
図
書
館 

４
階 

研
修
室
２ 

受
講
料 

     

３
，
０
０
０
円 

（途
中
退
会
で
も
返
金
は
し
ま
せ
ん
。
※
和
紙
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
） 

申
込
方
法 

  

は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
以
下
の
項
目
を
記
入
し
て
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
「義
道 

 
 

 
 

 
 

    

を
極
め
る 

 

」
講
座
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

 

  
 

 
 

 
 

 

【
記
入
事
項
】
「
義
道
を
極
め
る 

 

」
講
座
申
込
・
氏
名
（ふ
り
が
な
）
・住
所
・電
話 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

番
号
（携
帯
可
）
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（あ
れ
ば
） 

締
め
切
り 

 
4
月
27
日
（金
）必
着   

※
結
果
は
4
月
30
日
（月
）以
降
、
順
次
ご
連
絡
し
ま
す 

申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

〒
511-
0068 

桑
名
市
中
央
町
３
丁
目
79 

桑
名
市
立
中
央
図
書
館   

 
 

 
 

 
 

 
 

☎ 

０
５
９
４-
２
２-

０
５
６
２ 

／ 

fax 

０
５
９
４-

２
２-

０
７
９
５ 

郷土学習連続講座 

講師  

「素雲鶴研究会」 

 代表 大塚 由良美 

平

成

30

年

度

 

桑

名

市

立

中

央

図

書

館

企

画 

Ⅱ 

義
道
を
極
め
る

『秘伝千羽鶴折形』（義道／著，寛政9年） 

Ⅱ 

Ⅱ 


